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「おいでよ！！ 楽しさいっぱい
おもちゃ図書館」

喜多方市社会福祉協議会 
「おもちゃ図書館」 
本所（喜多方）
　場　所：喜多方市総合福祉センター
　日　時：毎週金曜日、第１・３火曜日
 9:30～11:30
熱塩加納支所
　場　所：保健福祉センター「夢の森」
　日　時：毎月第２火曜日
 9:30～11:30
塩川支所
　場　所：保健福祉センター「いきいきセンター」
　日　時：毎週金曜日、月2回火曜日
 10:00～11:30
山都支所
　場　所：山都保健センター
　日　時：月1～２回（詳しくはお問合せください）
 9:30～11:30
高郷支所
　場　所：カイギュウランドたかさと
　日　時：毎月第１・３木曜日
 10:00～11:30
※利用料無料、申込不要
※どこの会場のおもちゃ図書館も利用できます。
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　「
ふ
れ
あ
い
と
喜
び
多
い
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、次

の
事
業
に
取
組
み
ま
す
。

•
支
部
社
協
と
の
連
携
に
よ

る
、小
地
域
福
祉
活
動
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
機
能
の
確
立

•
第
９
回
社
会
福
祉
大
会
の

開
催

•
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座

の
開
催（
３
講
座
）

•
ふ
れ
あ
い
い
き
い
き
サ
ロ
ン
事
業
の
充
実

•「
社
協
だ
よ
り
」の
発
行
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

平
成
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画
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画

平
成
25
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３
つ
の
重
点
事
業

１
．地
域
福
祉
事
業
の
充
実
強
化

２
．指
定
管
理
事
業
の
適
正
な
運
営
の
推
進

３
．健
全
な
介
護
事
業
の
運
営

福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
を
図
る
た
め
、次
の
事
業
を
行

い
ま
す
。 

•
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
の
開
催（
新
規
事
業
）

•
児
童
・
生
徒
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
普
及
事
業
の
推

進
•「
シ
ョ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル
」事
業
の
実
施

•
地
域
に
お
け
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
の
拡
充

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業

•
福
祉
団
体
の
育
成
支
援

•
家
族
介
護
者
交
流
事
業
の
実

施（
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
）

•
福
祉
バ
ス
の
運
行
管
理

地
域
福
祉
事
業

•
東
日
本
大
震
災
義
援
金
の

受
付

•
避
難
者
宅
訪
問
調
査
へ
の

協
力

•
大
熊
町
か
ら
避
難
さ
れ
て

い
る
方
々
の「
喜
多
方
の
つ

ど
い
」、「
避
難
者
健
康
相
談

会
」等
へ
の
協
力
継
続

東
日
本
大
震
災
復
興
へ
の
対
応

福
島
県
共
同
募
金
会

喜
多
方
市
支
会
業
務 

日
本
赤
十
字
社
福
島
県
支
部
喜
多
方
市

地
区
業
務

指
定
管
理
施
設
の
運
営
管
理

　・総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　・保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
夢
の
森
」

　・保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー「
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
」
　

　・高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー「
し
ゃ
く
な
げ
ホ
ー
ム
」

　・高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン
タ
ー「
か
た
く
り
荘
」

　・高
齢
者
生
産
活
動
セ
ン
タ
ー

　
地
域
福
祉
の
推
進
を
図
る
た
め
、次
の
事
業
を
行
い
ま

す
。•「

子
育
て
支
援
ミ
ニ
サ
ロ
ン
」並
び
に「
に
こ
に
こ
子

育
て
支
援
事
業
」（
新
規
事
業
）

•
心
配
ご
と
相
談
事
業
の
体
制
強
化

•
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業

•
生
活
福
祉
資
金
、小
口
生
活

援
助
資
金
、高
額
療
養
費
貸

付
事
業

•
お
も
ち
ゃ
図
書
館
事
業
の

推
進

•
児
童
館
運
営
事
業

地
域
福
祉
事
業

そ
の
他
の
福
祉
事
業

•
居
宅
介
護
支
援
事
業（
喜
多
方
・
熱
塩
加
納
・
塩
川
・
山
都
）

•
訪
問
介
護
事
業（
喜
多
方
・
塩
川
・
高
郷
）

•
通
所
介
護
事
業（
中
央
・
夢
の
森
・
塩
川
・
し
ゃ
く
な
げ
ホ
ー
ム
・

か
た
く
り
荘
）

•
訪
問
入
浴
介
護
事
業（
喜
多
方
）

•
障
害
者
総
合
支
援
訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
、障
害
者
総
合
支

援
通
所
介
護
事
業

•
い
き
い
き
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業（
本
会
独
自
事
業
）

•
在
宅
介
護
教
室
の
開
催（
本
会
独
自
事
業
）

在
宅
福
祉
部
門

•
街
か
ど
相
談
室
の
開
催

•
介
護
予
防
教
室
及
び
介
護
者
教
室
の
開
催

　（よ
ら
ん
し
ょ
教
室
・
出
前
講
座
・
に
こ
に
こ
教
室
）

•
い
き
い
き
サ
ロ
ン
へ
の
協
力

•「
買
い
物
支
援
ガ
イ
ド
」の
充
実

•
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
、啓
発

•
成
年
後
見
制
度
等
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
支
援

•
高
齢
者
虐
待
や
困
難
事
例
へ
の
対
応

•
包
括
的
・
継
続
的
な
ケ
ア
体
制
の
環
境
整
備

•
介
護
予
防
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
業
務

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
部
門

　社
会
福
祉
協
議
会
は
公
共
性
と
公
益
性
を
併
せ
持
っ
た
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
中
核
的
な
機
関

で
あ
り
、市
民
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
会
費
は
、ニ
頁
に
あ
る
地
域
福
祉
事
業
、ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
事
業
等
に
役
立
て
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　市
民
の
皆
様
に
は
社
協
の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
、地
域
づ
く
り
に
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す

が
、今
年
度
も
引
き
続
き
ご
支
援
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　な
お
、次
号
以
降
に
会
費
の
支
出
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

社
協
会
員
へ
の
ご
協
力
の
お
願
い
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平成25年度 社会福祉法人喜多方市社会福祉協議会予算
一般会計	 694,940千円
地域包括支援センター特別会計	 66,822千円
災害ボランティアセンター特別会計	 1,901千円
　　　　合　　　計	 　763,663千円

〈一般会計　収支内訳〉
収　　　　　入

会 費 収 入 9,428,000円
寄 付 金 収 入 9,900,000円
市 補 助 金 収 入 65,844,000円
受 託 金 収 入 187,447,000円
負 担 金 収 入 938,000円
自 立 支 援 費 収 入 7,339,000円
共同募金・歳末たすけあい収入 9,715,000円
介 護 保 険 収 入 314,170,000円
利 用 料 収 入 32,016,000円
そ の 他 の 収 入 58,143,000円
合 計 694,940,000円

支　　　　　出
法 人 運 営 事 業 134,109,000円
地 域 福 祉 事 業 11,292,000円
指 定 管 理 施 設 運 営 事 業 101,913,000円
児 童 館 運 営 事 業 85,370,000円
そ の 他 の 受 託 事 業 10,139,000円
歳 末 た す け あ い 配 分 事 業 4,292,000円
介 護 事 業 347,825,000円
合 　 　 　 　 計 694,940,000円
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被災者支援の取組み

　塩川中学校では子どもの安心・安全な学校教育活動を目標にボ
ランティア活動を積極的に取り組んでおります。
　主な活動としては、スリランカへの楽器贈呈支援、日橋川花火大
会翌日に行っている会場の清掃活動。そし
て今年より除雪ボランティア活動にも取り
組み、汗を流しながら地域に根差した活動
を行っています。
　昨年は文科省・全国学校保健研究大会に
おいて表彰も受け、生徒一人ひとりがボラン
ティア活動を通して地域の一員であること
を忘れずに活動することと思います。

　喜多方市社会福祉協議会では、東日本大震災並びに福島第一原子力発電所事故に伴い、避難生活を
余儀なくされている方 へ々の支援活動を、関係機関・団体と協力しながら継続して実施しています。

○「借上げ住宅避難者宅訪問活動」　避難
元社協への協力
○喜多方のつどい（大熊町民）への協力　
（月１回）
○避難者健康相談会への協力（月２回）
○喜多方市総合福祉センター２Fに避難者
支援交流スペース設置
○会津地区内応急仮設住宅支援に関する
連絡会出席　（情報交換）
＜福祉団体の主な活動＞
○大熊町からの避難者・要援護世帯等の
見守り訪問活動（喜多方市民生児童委
員連合会）
○会津若松原仮設住宅復興支援活動・交
流会（喜多方市赤十字奉仕団）
○会長杯ボウリング大会・被災者招待（喜
多方地区老人クラブ）

ボランティア協力指定校の活動よりボランティア協力指定校の活動よりボランティア協力指定校の活動より
～塩川中学校～～塩川中学校～～塩川中学校～

　当町内では、毎年８月のお祭り時に、市総合福祉センターの前で中央デ
イサービスに通所されるお年寄りの方々に町内の太鼓台を披露し、子供
達のお囃子を聞いて楽しんでもらっており、一大行事となっております。
　高齢化社会の今日、当町内も３００世帯の11％が77才以上の一人暮ら
しまたは二人暮らしです。都会からは孤立死の報道が流れてきます。そん
なことにならないように、近所での声掛けが大事なのではないか、みんな
で身近なところから行動していきましょう。

～市民の皆さんより～ ー vol.1ー
東四ツ谷　中森哲也さん

高齢者世帯等除雪ボランティア▲

◀川の祭典花火大会翌日のゴミ拾い

総合福祉センター２Fに交流スペースを設置しまし
た

日赤奉仕団の復興支援の交流会は、昨年度は４回
開催。顔なじみになり親しく交流を深めています

ボウリング大会には市内に避難されている１０名の
方も参加されました

大熊町から避難されている皆さんの「喜多方のつ
どい」は毎月１回開催されています

老連女性部 手芸教室

「こたつキャラバン」より

 活動センターまつり開催します！
～喜多方市高齢者生産活動センターからのお知らせ～

日時：平成25年６月９日（日）　10：00～14：00
場所：喜多方市高齢者生産活動センター（岩月町宮津字火付沢3567－1）
　センター会員の作品展示･販売（通常価格の３０％ＯＦＦ）、
体験教室などを用意して皆様のお越しをお待ちしております。
　また、そば・おでんなどの軽食も用意しております。
是非ご来場ください。（一部市内、送迎バス運行）
体験教室申込を受け付けています。詳細については下記までお問合せください。
（陶芸　３０名　手芸・織物・押し花絵　１０名程度）
喜多方市高齢者生産活動センター　　２４－２２９７

熱塩加納地区老人クラブ女性部の皆さんは、冬の合間の手仕事としてジャン
ボマフラー作りをしました。
半日で仕上がる作品を選び、皆さん真剣に取組み編み終えることができました。
出来あがった作品に「暖か～い」と大満足の様子でした。
冬期間はどうしても閉じこもりがちになる為、この他に料理教室なども開いてお

ります。

花しょうぶの湯に
キッズスペースが出来ました

公益財団法人修養団のしゃくなげホームボランティア活動は今年14回目をむ
かえ、4月2日、北海道から沖縄までの学生32名がスタッフと共に訪れ、施設周辺
の作業やデイサービスのお手伝いをしました。また、修養団山都支部の皆さんの
ご協力により毎年恒例の餅つきを行い、利用者の皆さんにふるまわれました。
前日は会津若松市内の仮設住宅を訪れ、炊き出しを行ったそうです。全国の若

い力が福島県に元気を与えてくれました。

ひとりはみんなのために、みんなはひとりのために

去る3月下旬、カイギュウランドたかさとを会場に、「こたつキャ
ラバン」を開催いたしました。このこたつキャラバンは、おもちゃ図
書館の事業と併せて実施いたしました。
子どもが好きな絵本を大きなスクリーンに写し出し、ひよこク

ラブの先生に読んでいただきました。いつもの絵本と少し違った
おもしろさがありました。
また、子育て中のお母さんとお菓子のデコレーションや、高郷町

老人クラブのご協力をいただき、餅あられづくり体験や試食など
もしました。

塩川町内で役立てていただきたいと住民の方からの寄付があり、花しょうぶの湯館
内にキッズスペースを設けました。
お子さま連れ、お孫さま連れのお客様にも喜んでいただけており、今後も少しずつお

もちゃや絵本などを増やして、多くの方に喜んでいただけるように努めていきたいと思
います。

塩川地区

喜多方地区

お菓子のデコレーションつくりの様子

こたつを囲んで
参加者の皆さんと記念写真

熱塩加納地区

高郷地区

山都地区

家族連れのお客様をお待ちしています。
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　地域包括支援センターは、高齢者の方が
住みなれた地域で安心して生活できるよう
総合的に支えていくための拠点です。
　行政機関、介護サービス事業所、医療機
関、警察など適切な機関と連携して困りごと
の解決に努め、地域の高齢者や家族を支え
ます。

喜多方市
地域包括支援センターだより

お気軽にご相談ください。 TEL 0241-21-8856

健康チェック（血圧測定）を行いながら、コープ
ベスタひがし店とコープバリューぷらざ店で相
談窓口を設けています。食生活や認知症予防な
どの資料や喜多方市福祉ガイドなども持参して
いますので、ぜひお立ち寄りください。
（時間は10：30～12：00です）

　悪質業者は、多くの高齢者が感じている「お金」「健康」「寂しさ」「住まい」といった不安な心につけ込ん
できます。
福島県消費生活センターへの平成２３年度の相談件数は6,949件で、そのうち60歳以上の方の相談は
2,011件（全体の30％）でした。また、東日本大震災関連相談は1,859件で、相談総件数の26.8％を占めま
した。
　悪質商法の被害にあっても、だまされた事に気づかない、だまされた事を恥ずかしく思って誰にも相談
しなという高齢者が多くいらっしゃいます。ご近所同士で「こんな手口がはやっている」「みんなで気をつ
けよう」と声をかけあい、地域ぐるみで被害にあわないようにしましょう。

街かど相談室街かど相談室

だまされないで！悪質商法だまされないで！悪質商法

　認知症は、何らかの原因で脳の働きが低下す
ることによって起こる病気で、誰もがかかる可能
性があります。しかし、生活習慣の改善によって
ある程度の予防は可能であり、症状を軽く抑え
られる場合もあります。予防のために、日々の健
康に気を配り、すこやかに生活するヒントをご
紹介します。

知って得する「脳トレ」知って得する「脳トレ」

開  催  日

5/14・6/11・7/9

5/21・6/18・7/16

CO-OP BESTA 
ひがし店
CO-OP VALUE
ぷらざ店

毎月
第２火曜
毎月
第３火曜

場　所

元気を応援
！！

元気を応援
！！

元気を応援
！！
あなたの街の

「喜多方市地域包括支援センター」　

“よらんしょネット”

定期的に病院に行っ
てないので、買物のつ
いでに血圧を測って
もらえるのはいいね。
自分の体調管理にも
なる。

市民の方の声

交互に交互に

♪うさぎとかめの歌に合わせて行ってみてください

・いりません！　　
・断ります！
・帰ってください！

困ったときの相談窓口
福島県消費生活センター 024-521-0999
消費者ホットライン 0570-064-370
※喜多方市社会福祉協議会心配ごと相談所、
　地域包括支援センターでも相談に応じます
　℡２３－３２３１、℡２１－８８５６
（福島県消費生活センター　「悪徳商法の手口と対策」抜粋）

①　手を軽く握り前に出します。
②　右手は親指を左手は小指を立てます。
③　②と逆の動作をします。
　　右手は小指、左手は親指を立てます。
④　②～③の動作を繰り返します。

指体操・親子のきずな指体操・親子のきずな

悪質商法撃退の合言葉悪質商法撃退の合言葉
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松
二
区

上
三
宮
町
細
谷

松
山
町
坂
井

南
相
馬
市

熊
倉
町
熊
倉
下

豊
川
町
下
高
額

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区

豊
川
町
高
吉
二
区

西
四
ッ
谷

関
柴
町
上
高
額

東
四
ッ
谷

塗
物
町

関
柴
町
小
松

関
柴
町
下
柴

西
四
ッ
谷

渡
邉
　
　
仁

横
山
　
裕
司

佐
竹
　
一
博

渡
部
　
民
男

井
上
　
恭
男

岸
　
　
憲
子

大
野
　
喜
八

大
竹
　
　
茂

加
藤
　
隆
司

湯
浅
　
　
敦

髙
田
　
　
茂

江
川
　
正
徳

風
間
　
高
弘

小
林
　
幹
夫

遠
藤
　
幹
雄

加
藤
　
峰
男

渡
部
　
房
雄

遠
藤
　
政
義

渡
部
　
辰
雄

大
竹
　
伸
子

南
町

上
三
宮
町
岩
沢

岩
月
町
上
岩
崎

上
三
宮
町
見
頃

慶
徳
町
豊
岡

月
見
町

東
四
ッ
谷

上
三
宮
町
上
三
宮一区

岩
月
町
上
田

岩
月
町
ひ
ば
り
が
丘

岩
月
町
下
岩
崎

豊
川
町
一
ノ
堰
一
区

郡
山
市

東
四
ッ
谷

豊
川
町
長
尾

岩
月
町
平
沢

塗
物
町

豊
川
町
太
郎
丸

上
三
宮
町
上
三
宮一区

松
山
町
東
桜
ガ
丘

熊
倉
町
道
地

関
柴
町
関
柴

関
柴
町
平
林

岩
月
町
天
井
沢

熊
倉
町
熊
倉
上

北
町

寺
町
二
区

北
桜
ケ
丘

上
三
宮
町
見
頃

慶
徳
町
豊
岡

慶
徳
町
堀
出

関
柴
町
布
流

岩
月
町
平
沢

熊
倉
町
熊
倉
下

慶
徳
町
豊
岡

塗
物
町

塗
物
町

岩
月
町
治
里

北
町

寺
町
二
区

熊
倉
町
小
沼

熊
倉
町
熊
倉
上

熊
倉
町
獅
子
沢

上
三
宮
町
細
谷

菅
原
町

福
島
市

会
津
若
松
市

南
町

岩
月
町
稲
村

下
町
北
部

慶
徳
町
堀
出

岩
月
町
治
里

関
柴
町
東
中
明

豊
川
町
綾
金

熊
倉
町
熊
倉
上

塗
物
町

花
園
町

熊
倉
町
川
前

酒
井
　
勝
英

安
藤
　
明
彦

吉
田
新
一
郎

矢
吹
　
法
俊

津
田
　
圭
一

渡
部
源
一
郎

長
谷
川
美
光

野
口
富
士
夫

平
塚
　
　
篤

物
江
　
一
昭

佐
藤
　
　
晃

江
花
　
長
喜

江
花
　
豊
文

小
柴
　
一
夫

渡
部
　
嘉
一

山
田
　
久
浩

上
野
　
仙
吉

武
藤
　
武
志

五
十
嵐
國
光

齋
藤
　
光
弘

大
西
　
貴
裕

田
中
　
祐
一

加
藤
　
孫
一

須
藤
　
幸
助

小
滝
　
一
輝

佐
藤
　
一
郎

横
山
　
誠
一

小
澤
　
　
隆

小
室
　
知
子

新
井
田

下
遠
田

別
府

赤
星

6
区

大
沢

中
ノ
目

13
区

深
沢

中
屋
敷

1
区

大
沢

大
沢

12
区

柴
城

三
橋

４
区

別
府

別
府

5
区

東
常
世

金
川

大
木

源
太

堰
沢

上
林

広
野

寺
内

上
林

ご
遺
志
に
よ
る
寄
付

喜
多
方
地
区

日
中

新
崎

岩
尾

日
中

日
中

野
辺
沢

鷲
田

宇
津
野

針
生

大
森

御
林

上
野

大
森

半
在
家

山
口
　
和
弘

小
椋
　
賢
市

山
口
　
　
隆

渡
部
　
慎
也

遠
藤
　
健
一

荒
井
　
直
幸

長
谷
川
義
一

遠
藤
　
博
雄

渡
部
登
師
雄

渡
部
　
睦
子

棚
木
　
英
治

三
浦
　
裕
三

的
場
　
宣
幸

岩
下
　
　
強

塩
川
地
区

山
都
地
区

最
明
寺

堰
沢

下
廻
戸

上
林

堂
山

上
藤
沢

千
咲
原

小
布
瀬
原

広
野

早
稲
谷

上
林

早
稲
谷

小
布
瀬
原

早
稲
谷

宮
城
県
仙
台
市

川
入

五
十
嵐
　
真

渡
部
　
正
志

二
瓶
　
英
一

佐
藤
　
愛
子

上
味
　
繁
男

竹
田
　
　
守

遠
藤
　
裕
二

村
山
　
和
夫

猪
俣
　
悦
栄

山
崎
　
澄
雄

辺
見
　
憲
二

五
十
嵐
信
一

遠
藤
　
　
勉

山
﨑
　
　
豊

横
山
　
武
次

小
椋
　
好
信

熱
塩
加
納
地
区

成
田
　
清
次

山
口
　
友
一

堀
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重
夫

齋
藤
　
和
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横
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一
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地
割

峯
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田
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西
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新
崎

針
生

板
ノ
沢

赤
崎

外
島
　
吉
明

三
浦
　
主
税

山
口
　
保
夫

羽
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正
夫

伊
関
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一

清
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伸
也

佐
藤
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一

大
八
木
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哉

佐
藤
　
仁
子

齋
藤
　
　
昭

青
山
　
邦
夫

大
野
　
豊
秀

東
條
　
直
也

齋
藤
　
伸
行

飯
島
　
義
也

下
鳥
　
定
雄

佐
藤
　
雄
一

井
上
　
一
雄

髙
崎
　
弘
子

神
田
　
洋
一

菊
地
　
敏
男

小
椋
　
藤
男

大
野
　
　
久

田
辺
　
善
一

小
林
勘
一
郎

小
林
　
正
志

伊
藤
　
幸
喜

庄
司
豊
一
郎

佐
瀬
　
好
一

鈴
木
　
俊
裕

阿
部
　
正
登

遠
藤
　
　
寛

齋
藤
　
愼
介

武
藤
　
保
浩

石
田
　
久
雄

五
十
嵐
義
則

永
井
　
春
一

山
本
佑
一
郎

坂
巻
　
和
彦

鶴
巻
　
広
一

五
十
嵐
秀
子

若
菜
　
　
泉

東
海
林
伸
夫

佐
野
　
伸
一

渡
部
　
良
和

柚
木
　
　
聡

堺
　
　
百
人

大
塚
　
美
好

山
口
　
寿
弘

髙
松
　
　
努

八
島
　
浩
一

小
林
　
礼
子

小
野
寺
光
一

和
田
　
道
彦

遠
藤
ミ
ヨ
子

渡
部
　
義
男

小
田
切
要
吉

新
明
　
時
雄

川
瀬
　
　
勲

阿
久
津
　
研

長
川
　
　
仁

武
藤
喜
代
次 
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一
般
寄
付

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
、
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。	

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
平
成
25
年
1
月
1
日
〜
3
月
31
日
受
付
分
）

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

〈
喜
多
方
地
区
〉

・
東
四
ッ
谷	

加
藤
キ
ミ
子

・
会
津
キ
リ
ス
ト
教
連
合
会

・
㈶
福
島
民
報
厚
生
文
化
事
業
団

・
熊
倉
町
道
地	

内
海
　
　
徹

・
関
柴
町
上
高
額	

五
十
嵐	

政
一

・
松
が
丘	

荒
井
　
武
栄

・
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
い
づ

　
理
事
長	
荒
井
信
夫	（
マ
ス
ク
6
万
枚
）

〈
塩
川
地
区
〉

・
匿
名
　
　
　
　（
車
イ
ス
2
台
）

・
金
川	

塚
原
善
吉
（
タ
オ
ル
大
量
数
）

お
詫
び
と
訂
正

　
社
協
だ
よ
り
vol. 

26 

11
ペ
ー
ジ
の

一
般
寄
付
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
、
訂
正
し
て
お
詫

び
申
し
あ
げ
ま
す
。

〈
正
〉　
金
屋
　
福
王
寺 

光
由 

様

〈
誤
〉　
金
屋
　
福
王
寺 

光
田 

様

エ
コ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

一
般
寄
付

松山小学校様山都町　辺見泰士くん

コープあいづ様より市内の高
齢者福祉施設へマスクの寄贈

熊倉小学校様

プルタブ エコキャップ



編
集
発
行

社
会

福
祉

法
人

 喜
多

方
市

社
会

福
祉

協
議

会
〒

966-0043 喜
多

方
市

字
上

江
3646番

地
1

ＴＥＬ
 0241-23-3231　

FAX
 0241-23-3296

メ
ー

ル
ア

ド
レ

ス
　

info@
kitakata-shakyo.or.jp

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

ア
ド

レ
ス

　
http://w

w
w

.kitakata-shakyo.or.jp/

●
熱

塩
加

納
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-36-3112　

FAX
 0241-36-2776

●
塩

川
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-27-3948　

FAX
 0241-27-3948

●
山

都
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-38-3100　

FAX
 0241-38-3137

●
高

郷
支

所
　

ＴＥＬ
 0241-44-7111　

FAX
 0241-44-7112

第
一
講

平
成
25
年
７
月
３
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
座
名　
　

講
談
ミ
ニ
体
験  

〜
声
を
出
し
て
ス
ト
レ
ス
解
消
〜　

　
　
　
　
　
講
談

　「愛
と
汗
の
人
・
蓮
沼
門
三
伝
」

講
　
師　
　

宝
井

　琴
柑

　氏
（
た
か
ら
い

　き
ん
か
ん
）
　

　
　
　
　
　

女
流
講
談
師

第
二
講

平
成
25
年
７
月
10
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
座
名　
　
「
つ
な
が
っ
て
生
き
る
」
〜
東
日
本
大
震
災
を
通
し
て
〜　

講
　
師　
　

渡
部

　正
勝

　氏
（
わ
た
な
べ

　ま
さ
か
つ
）

　
　
　
　
　

大
熊
町
社
会
福
祉
協
議
会
長

第
三
講

平
成
25
年
７
月
17
日
（
水
）
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

講
座
名　
　
「
知
っ
て
お
き
た
い
薬
の
知
識
」　

講
　
師　
　

栁
沼

　正
一
郎

　氏
（
や
ぎ
ぬ
ま

　し
ょ
う
い
ち
ろ
う
）

　
　
　
　
　

福
島
県
会
津
保
健
福
祉
事
務
所

　喜多方市の高齢化率は３２％（平成25年1月1日現在）となり、山間部の地域はより一層高齢化
が進み、日常生活に不便を感じる高齢の方などが多くなっています。
　高齢のために車の運転ができない、一人暮らしのため買い物を手伝ってくれる家族がいない、
身近な地域に商店がなくなってしまった等の理由で、買い物をすることが困難になった方々の、
生活支援の一助にしていただくために｢買い物支援ガイド｣
を作成しました。
　ガイドには、衣食住に関連した「地域を支えるお店」が
掲載されており、電話などで注文すると自宅まで配達して
くれます。
　住み慣れた地域での安心できる生活のために、ぜひご活
用ください。

「買い物支援ガイド」を作成しました！

平
成
25
年
度

『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』の
ご
案
内 
平
成
25
年
度

『
ふ
れ
あ
い
社
会
福
祉
講
座
』の
ご
案
内 

　
社
会
福
祉
に
対
す
る
関
心
と
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
市
民
の
皆
様
を
対
象
と
し
た
『
ふ
れ
あ
い

社
会
福
祉
講
座
』
を
開
催
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
ご
来
場
下
さ
い
。

・
事
前
の
申
込
み
不
要
、
受
講
は
無
料
で
す
。

・
３
講
座
す
べ
て
を
受
講
い
た
だ
き
ま
す
と
、
修
了
証
を
交
付
い
た
し
ま
す
。

会
場
：
喜
多
方
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
２
Ｆ 

多
目
的
ホ
ー
ル
）

※ガイドご希望の方は社会福祉協議会本所、各支所にお問い合わせ下さい

※きたかた社協だよりの作成経費として、社協会員会費及び共同募金配分金を
　活用させていただいております。

お問い合せ：喜多方市社会福祉協議会福祉課　Tel:23-3231
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